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るいは，発情したメスと子育て中のメスで，このバランスはしばしば異なるだろ

う。こういった社会的な要求が，群れのかたちに影響を与えているに違いない。

　ここで紹介した内容は「群れの広がり」にとどまっているものも多く，タイト

ルとして掲げた「群れのかたち」には，まだまだ迫れていない。群れのかたちを

より鮮明にしていくことは，これからの課題である。そうすることで彼らの社会

生活の一端を明らかにすることができればと考えている。

　なお，本稿の執筆にあたっては多くの方にお世話になった。金華山とマカレナ

で調査を行えたのは，これらのフィールドを開拓し維持されている伊沢紘生先生

（前・宮城教育大学教授，現・帝京科学大学教授）のおかげである。伊沢先生にはク

モザルの写真もご提供いただいた。辻大和博士（東京大学大学院農学研究科）には

ニホンザルの調査に参加いただいた。深謝いたします。

［1］ 伊沢紘生（1998）金華山のサル . 宮城県のニホンザル 3:1-5.
［2］ 杉浦秀樹 , 田中俊明（2000）コミュニケーション：クー・コールを通してニホンザルの心を

のぞく . 「ニホンザルの自然社会－エコミュージアムとしての屋久島」（高畑由起夫，山極寿一 
編） 京都大学学術出版会 . 

［3］ Shimooka Y （2003） Seasonal variation in association patterns of wild spider monkeys 
（Ateles belzebuth belzebuth）at La Macarena, Colombia. Primates 44: 83-90.

［4］ Shimooka Y（2005）Sexual diff erences in ranging of Ateles belzebuth belzebuth at La 
Macarena, Colombia. Int J Primatol 26（2）: 385-406.

2 　　温帯の霊長類の生態学的適応 

■ ｢出熱帯 ｣――ヒトの汎地球的分布獲得への第二段階

　ヒトという種の大きな特徴のひとつは，汎世界的に分布していることである。

南極とごく小さな島をのぞけば，砂漠にも，気温が零下数十度にもなる極寒の地

にも，どのような陸地にもヒトは住んでいる。そのような辺境の地に住む人々は，

エアコンのきいた快適な家が建てられるようになってからその土地に住み始めた

わけではない。過去数千年以上，砂漠の民は極度に乾燥した土地で生きるすべを

知っていたはずである。それに対し，ヒト以外の種は，地球上のある特定の地域

だけに分布している。その理由は，ひとつにはヒトと違って海洋や大きな河川，

高山といった分布の障壁を越えるだけの移動能力がないためだが，もうひとつの
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理由は，それぞれの種は特定の環境に適応しており，その環境では生きていけて

も，他の環境の下では生きていけないためである。

　一方，ヒト以外の霊長類分布は熱帯に偏っており，ヒトともっとも近縁なアフ

リカの類人猿の分布は熱帯雨林に局在している（図 1）。ヒトの祖先がほかの生物

から分かれて独自の進化の道をたどったとき，本来の生息地であるアフリカの熱

帯雨林から出て，異なる環境へ適応していった過程が必ずあったはずである。そ

の第一段階は，700 万年前頃から徐々に進行した，熱帯雨林から熱帯の乾燥地帯

への進出であり，直立二足歩行や，大脳の拡大といったヒトへの進化の重要な過

程の多くは，乾燥地への進出と関連しているだろう。第二段階は，熱帯から温帯

を経て，寒冷地へと進出して行った過程である。ヒトの祖先は早ければ 150 万年

前頃に「出アフリカ」を果たしてユーラシア大陸に進出した。6 万年前頃には海

を渡ってオーストラリアとニューギニアに進出し，1 万 2 千年前頃に，シベリア

から陸続きであったアラスカを経由して「出アジア」を成し遂げ，南北アメリカ

大陸へ分布を拡大し，最終的に汎地球的分布を獲得したと考えられる。寒冷地へ

の適応なくしては，ベーリング海峡付近をはじめユーラシア大陸の多くの地域で

図 1　ヒト以外の現生の霊長類の分布。熱帯を中心に分布しており，分布最北端は下北半島で
ある。
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は生きていくことができず，アメリカ大陸へ進出することもできなかったろう。

　現生の霊長類は，人類進化の生態学的モデルとしてしばしば使われてきた。代

表的なものは，ヒトと最も近縁で，熱帯雨林だけでなく疎開林にも進出している

チンパンジーだが，他にもチンパンジーよりさらに乾燥地に適応しているヒヒが

乾燥地への適応のモデルに使われたり，同所的に生息するチンパンジーとゴリラ

の種間関係が，同時代に同所的に生息していたヒトの祖先とその近縁種の人類と

の種間関係を復元するモデルとして使われることがある。現生の霊長類は，ヒト

の祖先とは異なる進化の歴史をたどり，過去とは異なる現在の環境に適応した種

だから，彼らのことを調べたからといって，過去のヒトの祖先の姿が完全に復元

できるわけではない。しかし，生物の進化では相似ということがしばしば起こる。

よく似た環境下では，よく似た生物が進化するという現象である。乾燥地に適応

した現生のヒヒの特徴は，部分的には，数百万年前に乾燥地に進出したヒトの祖

先にも見られた可能性が高い。また，ヒヒとヒトとを比較して，乾燥地の適応と

いう一見似たような現象でも，ヒトの進化の独自性がどこにあるのかを明らかに

することもできるだろう。

　ヒトの汎地球的分布を理解する上で，寒冷地への進出という第二段階を復元す

るモデルとなりうるのが，温帯に生息する霊長類である。温帯を南北回帰線より

高緯度と定義すると，霊長類は東アジア，南アフリカ，北アフリカ，マダガスカ

ル，南アメリカで 8 科 20 属程度が温帯にも分布しているが，そのうち南北回帰

線より高緯度の温帯の方が分布が広いのは，ニホンザル，バーバリマカク，アカ

ゲザル，タイワンザル，チベットモンキー，雲南・貴州・四川のキンシコウ，ボ

ウシラングール，ゴールデンラングールの 10 種，温帯のみに生息するのはニホ

ンザル，バーバリマカク，四川と貴州のキンシコウ，ゴールデンラングールの 5

種にすぎない［1］。バーバリマカクのみが北アフリカに生息しているが，そのほ

かは全て東アジア地域の温帯に分布している。

　温帯とはどのような環境で，そこで生きていくためにはどのような適応が必要

なのか。本章では，温帯の霊長類が果たした ｢ 出熱帯 ｣ の実態を明らかにし，現

在温帯や寒冷地で暮らしているヒトと比較して，ヒトと他の霊長類が，熱帯から

温帯へと分布を拡大させていくときにどのような適応を果たしていったのかを考

えてみたい。
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■生息地としての温帯の特徴

　熱帯と温帯の違いは日長と気温の季節差の違いに由来する。熱帯では日長も気

温も季節変化は少なく，気候の上での季節は主に雨量の変化に現れる。温帯には

必ず冬があるから，温帯への適応は第一には寒冷化への適応であったと考えられ

る。しかし，霊長類の主要な食物となる植物も寒冷化の影響を受けるから，温帯

特有の食物環境への適応も必要であったろう。霊長類の主要な食物である果実と

新葉について，利用可能性の季節変化のパターンを緯度によって比較してみよう。

　まず，結実の季節変化のパターンを見てみたい。図 2（a）は，東アジア，アフ

リカ，南北アメリカ，ヨーロッパ，マダガスカル，オーストラリアの，北緯 59

度から南緯 37 度の 49 地点で，1 年 12 か月のうちで果実のない月の数を示した

ものである。熱帯では果実はいつもあるのがふつうだが，温帯では 3 ～ 6 か月程

度は果実のない月があることが多い。一方，結実のピークは，熱帯ではどの月に

来るのか決まった傾向はないが，温帯では秋から初冬，すなわち北半球では 9 月

から 12 月に来ることがふつうである（図 2（b））。

　次に，新葉の利用可能性の季節変化のパターンを見てみたい。霊長類は新葉も

成熟葉もどちらも食べるが，一般的には新葉の方が栄養価も高くより好まれ，利

用可能性の季節変化も大きな食物である。図 3（a）は，東アジア，アフリカ，南

北アメリカの，北緯 42 度から南緯 7 度の 21 地点で，1 年のうちで展葉が見られ

ない月の数を示したものである。結実同様，熱帯では 1 年じゅう，何らかの種が

展葉していることがふつうだが，温帯では 1 年のうち 3 ～ 10 か月は新葉がない

月があることがふつうである。また，展葉のピークは，北半球の温帯では春から

初夏にあたる 4 ～ 6 月に集中するが，北半球の熱帯では 1 月から 8 月までの広い

時期に散らばっている（図 3（b））。

　つまり，果実と新葉の利用可能性の季節変化のパターンについて言うと，温帯

は熱帯に比べて季節変化がより大きく，果実や新葉が利用できない月がしばしば

ある。その一方で，温帯の方が熱帯よりも結実・展葉のピークの時期が地域間で

共通している。これは，植物の結実・展葉をひきおこす気象条件は，温帯では日

長という緯度によって完全にパターンの決まっている要因であり，熱帯では雨量

という地域によって季節変化のパターンが大きく異なる要因だからだろう。すな

わち，温帯に進出した霊長類は，熱帯に比べてより大きな食物条件の季節変化に
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対処しなくてはならないが，温帯であれば地域間で季節変化のパターンはだいた

い共通しているので，ある場所に適応すれば他の場所でもおおむねそのやり方が

通用するだろうと考えられる。

■温帯の食物環境に対する霊長類の適応――ニホンザルの場合

　ニホンザルは，ヒト以外の霊長類の中で北限に住む種である。温帯，そして寒

冷地への霊長類の適応を明らかにする上で，ニホンザルほど適していて，そして

最も研究されている種は他にはいない。

　わたしは，1997 年以来，屋久島のニホンザルを主要な調査対象にして研究を

進めてきた。屋久島はニホンザルの分布南限であり，海岸部には亜熱帯性の樹種

を含む豊かな照葉樹林が広がっている。ニホンザルの生息地としての屋久島の特

徴は，分布南限であることに加え，その多様性にある。屋久島には九州最高峰で

1936m の宮之浦岳があり，植生は標高によって大きく移り変わる。直径わずか
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20km の島の中に，亜熱帯から亜高山帯までの環境が凝縮されており，そのほと

んど全てにニホンザルが生息している。屋久島は，ニホンザルという種がさまざ

まな環境にどのように適応していくのかを調べる上で絶好の場所なのである。

　屋久島でのニホンザルの研究は，照葉樹林の広がる西部海岸部を中心にして行

われてきたが，わたしの調査地は標高 1000 ～ 1200m のヤクスギ林である。海岸

部の森では，冬でも気温が摂氏 10 度を下回ることは少なく，一年中果実をつけ

るイチジクであるアコウのような亜熱帯性の植物もある。一方，ヤクスギ林では

冬には零下 3 度まで下がり，積雪も多い年には 80cm に達することがある。果実

生産量も海岸部に比べて 3 分の 1 程度にすぎず，森の中に果実があるのは，一年

のうちの半分以下の時期に過ぎない。ヤクスギ林の方が，ある意味温帯林の典型

に近いといえるだろう。そのような環境で，ニホンザルは温帯特有の環境にどの

ように適応しているのだろうか。わたしは，2000 年 4 月から 2001 年 3 月までの

あいだ，1 年間にわたって HR 群という群れを行動観察した。そのときの結果［2］

をもとに，彼らの食性について紹介したい（図 4）。

　ヤクスギ林のサルの食性を，採食時間割合で表してみると，彼らにとってもっ

とも重要な食物は成熟葉である。成熟葉は 1 年間の採食時間の 38％を占め，新

葉や根など，そのほかの繊維性食物をあわせると，年間の採食時間の 45％に達

する。成熟葉は年間を通してたくさん食べられるが，8 月と 1 月から 3 月にかけ

ては，採食時間の 50％を超える。次に重要なのは，花，キノコ，果実で，それ

ぞれ年間の総採食時間の十数パーセントを占める。花は春に多く食べられ，キノ

コは夏に，果実は秋によく食べられる。

　彼らの食性の季節変化をもたらす要因を検討するため，それぞれの月の果実と

花の利用可能性，および気温との関係を調べてみた。すると，果実の利用可能性

が高いと果実や種子の採食時間割合が長く，成熟葉の採食時間割合が短くなる傾

向があった。また，気温が低いと，草本を多く食べる傾向があった。

　以上の結果は，ヤクスギ林のニホンザルの食性について，二つの傾向があるこ

とを示している。第一に，彼らにとってもっとも主要な食物は成熟葉をはじめと

する繊維性の食物であるということである。第二に，それにもかかわらず，彼ら

が好んで食べているのは果実であり，果実が利用できるときは果実を必ず食べ，

ないときには成熟葉を食べているということである。

　この結果を，他地域のニホンザル，そしてニホンザルの近縁種であるほかのマ
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カクと比較してみたい。屋久島でも海岸部のニホンザルでは，もっとも重要な食

物は果実と種子で，それぞれ年間の全採食時間の 32％と 20% を占める。成熟葉

は 22% で，繊維性食物は合計で 35％を占める。一方，宮城県金華山島の落葉樹

林に住むニホンザルでは，種子がもっとも重要な食物であり，年間の全採食時間

の 44％をしめる。繊維性の食物は，冬に食べる冬芽と樹皮が中心で，成熟葉と

あわせて 37％を占める。マカクは一般的には果実食者と考えられており，実際，

熱帯に住むマカク（カニクイザル，ボンネットザル，クロザル，ブタオザル）では，

年間の採食時間に占める果実の割合は 59 ～ 74％もある。一方，温帯に住むニホ

ンザル以外のマカク（タイワンザル，バーバリマカク，アカゲザル）では，果実の

採食時間割合は 50％以下である。とくに，パキスタン北西部の山岳地帯に住む

アカゲザルでは，果実の採食時間割合は 9％に過ぎず，草本を中心に葉が 84％も

占める。このようにニホンザル，そしてマカクは全体として非常に食性に変異が

大きく，屋久島上部域のニホンザルは，パキスタン北西部のアカゲザルと並んで，

もっとも果実の採食が少なく，繊維性食物の採食が多い種であると言える。一般

的に葉食者とみなされているコロブスでも，繊維性食物の採食時間は平均して年

間の採食時間の 52％であり，屋久島上部域のニホンザルや，パキスタン北西部

のアカゲザルの葉食の程度は，それに匹敵すると言ってよい。

　温帯は，先述のとおり熱帯より果実生産の季節性が大きく，一年のうちで全く

果実のない時期が数か月続くことがふつうである。果実がまったくない時期には，

成熟葉，冬芽，樹皮などの繊維性の食物を食べるしかなく，それらの低質の食物
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図 4　屋久島上部域のニホンザルの食性の季節変異。
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に対する耐性を持っていることは，おそらく温帯で生存していくために必須の適

応だろう。ニホンザルなどは，結腸･直腸発酵者と呼ばれ，葉に含まれるセルロー

スなどの難消化性の炭水化物，つまり繊維を分解するために，結腸･直腸など，

消化管の後ろの方で微生物による分解が起こる。マカクのなかまは，他の霊長類

に比べて消化管の後部が大きく，食物が消化管を通過する時間も長く，結腸･直

腸発酵者の中でも繊維の消化能力が高いほうだと考えられている。一方，霊長類

の中でも，コロブスは前胃発酵という反芻動物に似た消化のやり方をしている。

これは胃を大きくして，その中で微生物に繊維を分解させ，それを吸収する方法

である。一般的には，低質の食物の消化能力は前胃発酵の方が高いと考えられて

いるが，前胃発酵の場合，胃の中の微生物を維持するために摂取できる食物に制

限があり，果実は胃を過度に酸性にして微生物を殺してしまうため（この現象を

アシドーシスという），通常は多量に摂取することはできない。ニホンザルのよう

な結腸･直腸発酵者にはそのような問題はなく，果実が利用可能なときには，大

量に食べることができる。果実のような高質の食物を，食べられるときに大量に

摂取することも，温帯では非常に有用な適応である。少なくともニホンザルは脂

肪蓄積の能力があることが知られており，高質の食物があるときにたくさん食べ

て脂肪として蓄え，高質の食物がなくなったら低質の食物を食べながら，蓄えた

脂肪を消費して乗り切ることができるからである。食物の利用可能性の変動が不

規則だと，このようなやり方ではときに飢え死にする危険があるが，温帯の季節

変動は，先述したように比較的規則正しいので，その危険は少ない。

■温帯の温度環境に対する霊長類の適応――ニホンザルの場合

　温帯のもうひとつの大きな特徴は，気温に大きな季節変動があり，必ず低温の

冬を経験するということである。熱帯でも高山では気温が氷点下まで下がること

があるし，ゲラダヒヒのように年平均気温が 5 度の寒冷な高地に住む種もいる。

とはいえ，このような種は熱帯の霊長類のうちのごく一部に過ぎない。

　中山らは，京都大学霊長類研究所の野外放飼場に飼育されているニホンザルで

は，外気温が 5 度から 38 度の範囲内で，気温が下がるにつれて，酸素消費量が

増加していくことを明らかにした［3］。気温が 5 度まで低下すると，26 度の場合

の 1.8 倍酸素消費量が増加しており，これはその分だけ体温維持に余分にエネル
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ギーがかかっていることを意味する。一方で，堀らは長野県地獄谷の豪雪地帯に

住むニホンザルは，気温が零下 1.4 度まで低下しても，酸素消費量は増えないと

いう結果を出した［4］。これは，ニホンザルは寒冷に対して順応する能力を持っ

ていることを示唆するものかもしれない。霊長類の生息地としてはおそらくもっ

とも寒冷な地獄谷では，サルは厚い毛皮を持っていたり，あるいは何らかの生理

的適応によって，零下 1.4 度くらいの寒さでは，エネルギーを余分に消費しなく

ても寒さに耐えることができているようになっているのかもしれない。いずれに

せよ，ニホンザルが寒冷時に体温を維持するために，どの程度余分にエネルギー

を消費しているのかは，彼らの順応能力のせいで，よく分からないというのが現

状である。

　また，ニホンザルは冬の休息時に日向ぼっこをしたり，お互い抱き合ってサル

ダンゴを作ったりする（図 5）。わたしたちは屋久島でニホンザルを捕獲して首に

温度感受型の電波発信機を装着し，これらの行動によって首の周りの皮膚温がど

れだけ上昇するのかを調べてみた。これらの行動を何もしないときに比べ，日向

ぼっこでは 1.32 ～ 1.71 度，サルダンゴでは 0.83 ～ 4.75 度首の部分の皮膚温が高

くなっていた。薄着のヒトを調べた研究では，外気温が 10 度から 22 度になると

腹の皮膚温が 2 度上昇し，エネルギー消費量が 12％減少したという報告がある。

体毛や着衣の有無，測定部位の違い，そしてもちろん種の違いを慎重に考慮しな

くてはならないが，ヒトの結果をとりあえずニホンザルにも当てはめてみると，

図 5　サルダンゴを作って寒さをしのぐ屋久島上部域のニ
ホンザル。
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体温調節行動も多少は体温調節コストの軽減に役に立っていそうだといえそうで

ある。

■ヒトの温帯への適応

　ヒトで見られる温帯の食物環境と温度環境への適応は，ニホンザルの場合とど

のようにちがうだろうか。第一に，食物環境への適応として，ニホンザルでは葉

などの低質の食物への耐性を持つと同時に，果実など高質の食物への選好性を維

持し，それに高質の食物を脂肪の形で蓄積していた。これは，ヒトでは一部だけ

当てはまり，一部では全く当てはまらない。ヒトは冷蔵，燻製，乾燥などの形で

食物を貯蔵することができ，これはサルの場合の脂肪蓄積と相似の現象であると

いえる。縄文人やアメリカ原住民などの温帯の狩猟採集民の場合，秋に大量に採

れるドングリや川に遡上してくるサケを長期保存し，一年間の重要な食料にして

いたと考えられている。一方，温帯に住むヒトは熱帯に住むヒトに比べて低質の

食物に対する耐性を持っているという傾向は，私の知る限りなさそうである。狩

猟採集民の食性を比較すると，緯度が上昇するにつれて肉への依存が高くなると

いう傾向が見られる。もっとも顕著なのは北極周辺に住むイヌイットで，伝統的

な彼らの食物は肉のみであった。植物とは違い，動物は利用可能性が冬に必ずし

も減少するわけではない。ヒトの祖先が肉食への依存を強めたのは，熱帯雨林を

出て乾燥地へと進出した時期と大まかには重なると考えられるが，乾燥地への適

応として始まった肉食は，ヒトが温帯へ進出する上でも大きく役立っただろう。

　一方，ヒトの寒冷への対処法は，第一に着衣であり，次に火の使用，風雨をし

のげる住居の確保だろう。ヒトの祖先はいつの頃からか，体温維持に役立つはず

の体毛をほとんど消失してしまったが，その代り身体の外部に，体毛よりさらに

効果的な体温維持装置を身にまとうことになった。

　ヒトが温帯に進出できたのは，ニホンザルのように，あるいは熱帯林から乾燥

地への進出という汎地球分布獲得への第一段階のように，身体に起こった変化に

よるのではなく，文化による対処が中心であったと言えるかもしれない。食物の

貯蔵，着衣，火の使用，住居などはすべて文化的に伝達される行動であり，身体

に直接起こった変化ではない。肉食は身体の変化を伴ったかもしれないが，少な

くとも現代の肉に大きく依存する人々とそうでない人々のあいだに，消化･咀嚼
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器官に大きな違いがあるわけではなく，基本的には狩猟技術や何を食物とみなす

かという文化的価値観の問題だろう。それに対し，ニホンザルにおける脂肪蓄積，

寒冷に対処するための体毛の増加や生理的順応，あるいは乾燥地への進出と前後

して起こった直立二足歩行や大脳の拡大などは，全て身体に起こった変化である。

ヒトの温帯への進出を可能にしたのは，身体の外側で文化的に起こった変化だっ

たために，突然変異が起こる頻度に制限される通常の進化的適応による分布拡大

に比べ，はるかに速やかに汎地球的分布を獲得したのかもしれない。

■展　望

　研究者は一本一本の論文を完成することをとりあえずの目標として日々励んで

おり，自分の研究人生の究極の目的は何か，とふだんから考えているわけでない。

私の場合は，屋久島上部域というこれまで調査されていないがたいへん有望な調

査地に幸運にもめぐりあい，そこで研究できるテーマをできるだけたくさんみつ

け，ひとつひとつこなしていくように研究をしてきた。しかし，自分が手にした

データを論文にするとき，それがどのような一般的意義を持ちうるのかを必ず考

えなくてはいけない。私の場合，何本かの論文を書いているうちに，自分の持っ

ているデータで世に問える大きな問題は，「霊長類の温帯への適応」である，と

いうことに自然に気付いた。だから，私の中の思考の過程は本章で書いた順番と

は全く逆であり，自分のやっていることが人類進化に少しでも関係があるなどと

は，40cm の雪の積もった屋久島の林道で 3 時間ラッセルしながら調査地にたど

り着いてサルを見ていたときには，全く思いもつかないことであった。初めから

理論武装して流行に乗った華やかな研究もいいが，基礎的なことを地を這いずり

回るように泥臭く調べたからからこそ，誰も手にしていないデータを得ることも，

広い視野を得ることもあるのだと，自分自身を振り返って思う。

　屋久島の調査から得た，「温帯への霊長類の適応」という大きなテーマに挑む

ためには，ニホンザルの結果をもとにして，さらに広く霊長類全体に視野を向け

ていかなくてはならない。その手始めに，日本から見てユーラシア大陸の反対側，

モロッコとアルジェリアの温帯林に生息するバーバリマカクをニホンザルと比較

する研究を開始した。すでにフランス人研究者によって基本的な生態は研究され

ているので，私はモロッコのアトラス山脈で葉のサンプルを集め，その化学成分
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を屋久島のものと比較しているところだ。屋久島での結果からすると，低質の食

物である葉の消化能力は温帯での適応にとって重要なはずだが，モロッコの葉は

屋久島のものに比べてタンパク質が多く繊維が少なく，栄養的には優れていても，

タンニンが多いことが分かってきた。今後，生息環境ともあわせて，詳しい比較

を進めて行きたい。また，本章でも一部だけ紹介したが，温帯と熱帯という環境

が霊長類の生息環境という点でどのように異なり，それにあわせて霊長類の食性

がどう異なるのかを，広く文献調査をもとにして明らかにしていきたい。最後に，

温帯のサル独自の特徴を知るには，霊長類のもともとの分布域である熱帯雨林で，

彼らがどのような暮らしをしているかを知る必要がある。ニホンザルとの関連で

言えば，近縁種のマカクが生息している東南アジア熱帯との比較が不可欠である。

興味深いことに，東南アジア熱帯はアフリカ･中南米熱帯より果実生産量が少な

く，季節性が非常に高くて，数年に一回だけ一斉開花･一斉結実が起こることが

知られている。生息環境の季節変動･年変動まで視野に入れた，霊長類群集全体

の調査は東南アジア熱帯ではまだ少ない。わたしは 2006 年 9 月にボルネオ島北

部のダナムバレー森林保護区で，霊長類群集の調査を開始した。もちろん屋久島

での調査も継続していくつもりだ。熱帯から温帯まで，霊長類が彼らのすみかで

ある森林をどのように利用して生きているのか，これから時間をかけて大きな絵

を描いていきたい。
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3 　　ヒトとサルの生活空間と境界のうつりかわり

　地球上に生息する生物は，気温や土壌，日長などの物理的な環境や，植生や異


